
報告年月日：平成２２年3　月　４日
「容器包装廃棄物排出抑制推進員」（３Ｒ推進マイスター）の活動結果報告書

「容器包装廃棄物排出抑制推進員」（３Ｒ推進マイスター）に講演やその他啓発活動等の出
務を依頼し、次の通り終了しましたので報告します。

出務依頼した事業名出務依頼した事業名出務依頼した事業名 ごみ減量講演会ごみ減量講演会

対象事業の開催日時対象事業の開催日時対象事業の開催日時
平成　２２年２　月２５　日（　木　）　　１４時　００分　～

　　２月２５　日（　木　）　１６時　００分
平成　２２年２　月２５　日（　木　）　　１４時　００分　～

　　２月２５　日（　木　）　１６時　００分
対象事業の開催場所対象事業の開催場所対象事業の開催場所 枚方市立メセナひらかた会館枚方市立メセナひらかた会館
主 催 者 、 共 催 者 等主 催 者 、 共 催 者 等主 催 者 、 共 催 者 等 枚方市環境事業部減量業務室枚方市環境事業部減量業務室

出務した３Ｒ推進マイスターの
氏名
出務した３Ｒ推進マイスターの
氏名
出務した３Ｒ推進マイスターの
氏名

花嶋　温子
（出務者数：本人＋　　　　人）
花嶋　温子
（出務者数：本人＋　　　　人）

活動内容

1. 講　演1. 講　演

タイトル ごみから考えよう２０５０年

活動内容

1. 講　演1. 講　演
講演場所 枚方市立メセナひらかた会館６階大会議室

活動内容

1. 講　演1. 講　演
講演時間 ２月２５日（木）１４時～１５時４５分（105分間）

活動内容

1. 講　演1. 講　演

参加者数 ８４名
活動内容

1. その他の啓発
活動

1. その他の啓発
活動

内　　容活動内容

1. その他の啓発
活動

1. その他の啓発
活動

実施場所
活動内容

1. その他の啓発
活動

1. その他の啓発
活動 実施時間 　　月　　日（　　）　　時　～　　時（　　　　分

間）

活動内容

1. その他の啓発
活動

1. その他の啓発
活動

参加者数

３Ｒ推進マイスターの活動状況
等

※ 環境省のＨＰに掲載しますの
で、事業の概要と３Ｒ推進マ
イスターの活動状況、参加者
の反応等をコンパクトにまと
めて作成して下さい。

※ ３Ｒ推進マイスターの活動状
況を撮影したデジタル写真を
貼付して下さい。

３Ｒ推進マイスターの活動状況
等

※ 環境省のＨＰに掲載しますの
で、事業の概要と３Ｒ推進マ
イスターの活動状況、参加者
の反応等をコンパクトにまと
めて作成して下さい。

※ ３Ｒ推進マイスターの活動状
況を撮影したデジタル写真を
貼付して下さい。

３Ｒ推進マイスターの活動状況
等

※ 環境省のＨＰに掲載しますの
で、事業の概要と３Ｒ推進マ
イスターの活動状況、参加者
の反応等をコンパクトにまと
めて作成して下さい。

※ ３Ｒ推進マイスターの活動状
況を撮影したデジタル写真を
貼付して下さい。

京都議定書の二酸化炭素排出削減の達成が非常に困難になってい
ることや、大阪湾フェニックス計画が2021年に埋め立て終了となり
関西の各市町村は代替地をめぐって困惑することが予想され、ごみ
処理の近未来が大変厳しい状況にあることを訴え、今後は３Ｒによ
り一人ひとりごみの排出量を減らし、同時にごみの分別も進めて、
循環型社会形成に向けて市民の意識を向上していく必要があると述
べられた。
市民の目線でわかりやすく説明され参加者にも大変好評であっ
た。
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